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目的と主要概念等の説明
　本研究の目的は，公立Ａ中学校での 4 年間に
わたる社会性と情動の学習「SEL-8S プログラム」
の実践を，アンカーポイント植え込み法の観点か
ら考察し，他校での同種学習プログラムの実践と
継続のための資料を提供することである。
　まず，社会性と情動の学習（social and emotional 
learning，以下 SEL）とは，「情動（感情）の理解
と管理，積極的な目標設定と達成，他者への思いや
りと表出，好ましい関係づくりと維持，責任ある意
思決定について，子どもおよび成人がこれらを実
践するための知識，態度，スキルを身につけて効

果的に利用できるようになる過程」（Collaborative 
for Academic, Social, and Emotional Learning, 
2012）と説明されている。わが国ではより簡潔に，

「自己の捉え方と他者との関わり方を基礎とした，
対人関係に関するスキル，態度，価値観を育てる
学習」（小泉，2011）といった説明もされている。
SEL は特定の学習・教授方法を指すのではなく，
枠組みあるいはプラットフォームといった位置づ
けであり，SEL のための多数の学習プログラムが
開発・実践されている。
　A 中 学 校 で 実 施 し た SEL-8S（Social and 
Emotional Learning of Eight Abilities at School）
プログラムは，これらの多数の SEL プログラム
の中の一つの特定プログラムで，表 1 に示す 8 つ
の社会的能力の育成をめざしている。これらは，
大きく 5 つの基礎的社会的能力と 3 つの応用的社
会的能力に分けられる。実践にあたっては，これ
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らの能力を育てるために，基本的生活習慣～ボラ
ンティアの 8 つの学習領域に，中学 1 ～ 3 年生の
各学年用に 12 回ずつの学習指導案が提案されて
いる（表 2）（小泉・山田，2011）。各学校では，
これらの学習を自校の教育課程の中に組み込んで
実践する。
　次に，本論で考察の観点となるアンカーポイン
ト植え込み法（Anchor Point Planting）（Koizumi, 
2000））について説明する。アンカーポイント

（anchor point，以下 AP）とは，「人間とその環
境との間の相互交流（すなわち相互作用によって
双方が変化していくこと）を促進するような人

間－環境システム内の要素」 と定義されている。
AP という概念は，環境心理学において，入学，
卒業，就職のような環境変化を経験する環境移行
事態での適応援助で活用できる。
　高校入学を例にとると，事前の知識（例：“高
校では単位を取らないと進級できない”）やスキ
ル（例：新しい交友関係を築くためのコミュニ
ケーションスキル），そして家族（例：生活の基
盤，心の拠りどころ），友人（例：中学時代から
の級友），施設（例：拠点としての自分の教室），
組織（例：新しく所属する部やサークル）などが
該当する。これらの AP を起点として，新しい高
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表 1　SEL-8S プログラムで育成を図る社会的能力
能力 説明

基
礎
的
社
会
的
能
力

自己への気づき 自分の感情に気づき，また自己の能力について現実的で根拠のある評価をする力

他者への気づき 他者の感情を理解し，他者の立場に立つことができるとともに，多様な人がいることを認め，良
好な関係をもつことができる力

自己のコントロール 物事を適切に処理できるように情動をコントロールし，挫折や失敗を乗り越え，また妥協による
一時的な満足にとどまることなく，目標を達成できるように一生懸命取り組む力

対人関係
周囲の人との関係において情動を効果的に処理し，協力的で，必要ならば援助を得られるような
健全で価値のある関係を築き，維持する力。ただし，悪い誘いは断り，意見が衝突しても解決策
を探ることができるようにする力

責任ある意思決定 関連する全ての要因と，いろいろな選択肢を選んだ場合に予想される結果を十分に考慮し，意思
決定を行う。その際に，他者を尊重し，自己の決定については責任をもつ力

応
用
的
社
会
的
能
力

生活上の問題防止のスキル
アルコール・タバコ・薬物乱用防止，病気とけがの予防，性教育の成果を含めた健全な家庭生活，
身体活動プログラムを取り入れた運動の習慣化，暴力やけんかの回避，精神衛生の促進などに必
要なスキル

人生の重要事態に対処する能力 中学校・高校進学への対処，緊張緩和や葛藤解消の方法，支援を求め方（サポート源の知識，ア
クセス方法），家族内の大きな問題（例：両親の離婚や別居）や死別への対処などに関するスキル

積極的，貢献的な奉仕活動 ボランティア精神の保持と育成，ボランティア活動（学級内，異学年間，地域社会での活動）へ
の意欲と実践力

出所：小泉（2011）を一部改変

表 2　8つの社会的能力と学習領域の関係および各領域の主テーマ（中学校）

学習領域

社会的能力

A
基本的生活

習慣

B
自己・他者
への気づき，

聞く

C
伝える

D
関係づくり

E
ストレスマ
ネジメント

F
問題防止

G
進路

H
ボランティ

ア

基
礎
的

自己への気づき ○ ○ ○ ○ 〇
他者への気づき ○ ○ ○ 〇
自己のコントロール ○ ○ ○ 〇
対人関係 ○ ○ ○ ○
責任ある意思決定 ○ ○ ○

応
用
的

生活上の問題防止
のスキル ○

人生の重要事態に
対処する能力 ○

積極的，貢献的な
奉仕活動 ○

各学習領域の主テーマ

・あいさつ
・規範遵守
・時間管理
・整理整頓
・金銭管理

・自己理解
・他者理解

・感情伝達
・意思伝達
・�非言語によ

る伝達

・協力関係
・問題解決
・携帯電話

・�ストレス認知
・�ストレス対処
・�サポート希求

・万引き防止
・喫煙防止
・精神衛生
・�薬物乱用防止
・性教育
・健康教育

・自己理解
・進路選択
・進路決定

・�学校でのボ
ランティア

・�地域でのボ
ランティア

出所：小泉・山田（2011）      （注）〇は各学習領域において育成を図る主要な社会的能力を表す。
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校が本人にとって意味のある生活環境として構造
化されていくことになる。
　AP は，その機能の面で 3 つの分類方法がある。
第 1 は適応・不適応の観点から，正の AP（例：
高校での学校生活を支えてくれる友人）と負の
AP（例：反社会的勢力に導こうとする同級生）
に分けられる。第 2 の分類方法は時間的順序に
関するもので，まず第 1 次 AP（例：隣の席の級
友），次に第 2 次 AP（例：学校生活が進んで親
しくなった友人），さらに第 3 次 AP（例：しば
らくして入部したクラブの同級生）と呼ぶ。そし
て，第 3 の分類方法はその重要性にもとづくもの
で，順にプライマリー AP（例：進路決定に大き
く影響し，卒業後も意見を仰ぐことがある恩師），
セカンダリー AP（例：クラス内の親友）となる。
適応援助の観点から，積極的に正の AP を提供す
ることが，AP 植え込み法である。
　本論文では，以上のような個人にとっての周囲
の環境の構造化の手法を，学校などの組織の中に
新しい取組を取り込んで定着させる過程に適用す
ることを試みる。すなわち，学校というシステム
の中で SEL プログラムの実施と持続を図る際に，
AP 植え込み法の考えを用いてその手続きや着眼
点を整理するとともに，今後の取組への示唆を検
討する。
　従来，学校というシステムでの SEL プログラ
ムの実施と持続のための AP としては，（1）実施
の形態，（2）管理職のリーダーシップ，（3）コー
ディネーター的教員（推進役教員），（4）SEL プ
ログラムの選定と構成，（5）学級・学年単位の試行，

（6）カリキュラム構成と評価，（7）取組の体制（組
織作り），（8）教職員研修，（9）環境づくり，（10）
家庭との連携の 10 項目が提案されている（小泉，
2016）。次項で，AP ごとに具体的な内容と A 中
学校の 4 年間の変化について説明を行う。

A中学校の実践
学校の概要
　A 中学校のある自治体は大都市部の周辺に位
置し，工業および商業が地域の中心産業である。
A 中学校の生徒数は，600 人台から 500 人台に減
少傾向にある。平成 30（2018）年でいえば，普
通学級が 15 学級で特別支援学級が 2 学級である。
実践の成果
　平成 27（2015）年度の C 校長によると，その
数年前から生徒指導上の諸問題が多発しており，
学校全体が落ち着かない状況であったようであ
る。また実践初年度の平成 27（2015）年度後半
には，重大な生徒指導事案が発生した。
　しかし，この年度を含めた 4 年間の実践の結
果，生徒指導上の諸問題と学業成績に関して，表
3 に示すような大きな改善が見られた。問題行動
発生件数及び不登校生徒数が減少し，逆に全国学
力学習状況調査の県平均値との差がプラス方向で
伸びており，明確な教育効果が示されていると言
えよう。
取組の概要
　ここでは，先に示した AP 植え込み法の観点か
ら取組をまとめる。表 4 は，下の（1）～（10）
の事項の 4 年間の推移を示したものである。
（1）実施の形態
　実施の形態とは，大きくは何らかの研究指定を
受けて実践を行うトップダウン型と，そうした指
定はないが学校内の少数の教員が取組を開始し
て，それが全校に広まるようなボトムアップ型に
分けられる。
　A 校の場合はトップダウン型であり，平成 26

（2014）年度以前の学校の状況等から，2 年前か
ら始まっていた B 県生徒指導集中対策指定校と
しての取組が延長されるかたちで平成 29（2017）
年度まで続き，さらに平成 30（2018）年度は B
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表 3　A中学校校の生徒指導上の諸問題及び学業成績等の変化
平成 27 年度

（2015 年度）
平成 28 年度

（2016 年度）
平成 29 年度

（2017 年度）
平成 30 年度

（2018 年度）
問題行動発生件数（件） 153 112 107 47
不登校 a（人，％） 34 （5.4） 22 （3.6） 21 （3.5） 18 （3.3）
暴力行為（件） 0 1 0 7b

いじめ認知件数（件） 6 2 3 2
全国学力学習状況調査の B 県平均との差の合計（点）c 3.2 0.5 11.0 21.0
全国学力学習状況調査の無答率／全国平均（全国平均
に対する割合，%）d 4.5/6.0 （75.0） 5.1/6.9 （73.9） 2.4/6.1 （39.3） 2.1/5.5 （38.2）

a 欠席が 30 日以上の生徒数で，病気欠席は除く。
b �対等な関係（仲が良い関係）で，小さなトラブルから単発の暴力になったケースが 6 件。特別支援学級の生徒が，感情が抑制できず
に器物損壊になったケース 1 件

c 国語と数学の A 問題および B 問題のそれぞれの B 県平均との差の合計
d 国語と数学の A 問題および B 問題の無答率の平均及びカッコ内はその割合
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県生徒指導実践指定校としての取組
を行った。 
（2）管理職のリーダーシップ
　C 校長の後を受けた D 校長は，着
任初年度から継続して，学校経営要項
にあたる「グランドデザイン」（学校
要覧記載）に SEL-8S プログラムによ
る取組を「SST の充実」という表現で
明記している。そして，単に文書上の
記載だけでなく，取組全体について強
いリーダーシップを発揮して実践を
指導した。後述の教職員研修での外部
講師の招聘なども，こうしたリーダー
シップにもとづくものである。
（3）コーディネーター的教員（推進
役教員）

　教育相談担当であった E 教諭が 2
年間中心となって実践を推進した後，
3 年目からは F 教諭が前面に出るか
たちで実践が進んだ。3・4 年目に，
E 教諭は A 中学校に在席のまま国立
大学教職大学院に長期研修に出てお
り，研修テーマは SEL-8S プログラ
ムの実践と直接関係するものではな
かったが，F 教諭をサポートするか
たちで在籍校に関わっていた。
（4）SEL プログラムの選定と構成
　数多くあるSELプログラムの中で，
初めから SEL-8S プログラムが選定さ
れていた。この経緯については次の

（5）で述べる。
（5）学級・学年単位の試行
　表 3 では，当初から全学年での実
施となっているが，その前の段階と
して次のような試行が行われていた。
まず E 教諭は，平成 25（2013）年度
の B 県教育センターの研修講座で SEL-8S プログ
ラムについて研修を受けた。そして，自分の担任
学級（3 年生）で試行した後，平成 26（2014）年
度の 3 学期には 1 年生全体で取組んでいる。そう
した試行の段階を得て，平成 27（2015）年から
全学年での実践となった。
（6）カリキュラム構成と評価
　プログラムは行事等と関連づけた方がよいとの
B 県教育センター指導主事の助言を得て，当初か
ら学年・学校行事，総合的な学習の時間，道徳の
時間等と関連づけた年間指導計画が組まれてい
た。平成 28（2016）年度のものを図 1 ～ 3 に示

す。SEL-8S プログラムの 8 つの学習領域（表 2）
の中の「進路」以外の 7 つの領域に沿って，学び
が配列されている。年度ごとに小修正が加えられ
たが，年間指導計画の全体構造は 4 年間ほとんど
変わっていない。
　評価については，表 3 のような生徒の行動や生
活面のデータとともに，取組による直接の効果を
年間 2 回の生徒の自己評定で行なっている。そし
て，これについては，単年度内の変化とともに図
4 のような経年変化として確認していた。
（7）取組の体制（組織作り）
　取組は生徒指導部が担当し，その中の教育相談
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表 4　A中学校の取組の概要

アンカーポイント
平成 27 年度 
（2015 年度） 

平成 28 年度 
（2016 年度） 

平成 29 年度 
（2017 年度） 

平成 30 年度 
（2018 年度） 

(1) 実施の形態

（左記，延長）H25-27 B 県中学

校生徒指導集中

対策指定校

B 県生徒指導実

践指定校

(2) 管理職のリー

ダーシップ

C 校長 校長 D
グランドデザイ

ンに「SST の充

実」を記載

(3) コーディネー

ター的教員（推進

役教員）

E 教諭 
（教育相談担当） 

F 教諭・E 教諭 
（教育相談担当） 

(4) SEL プログラ

ムの選定と構成

SEL-8S を選定 
「人間関係づく

りトレーニング」

として設定

(5) 学級・学年単

位の試行

全 3 学年で実施 

(6) カリキュラム

構成と評価

(7) 取組の体制

（組織作り）

・学活（各学年 7
回 ず つ ）， 学

校・学年行事，

総合的な学習

の時間，道徳と

関連づけ

・8 つの社会的能

力を測定（年 2
回）

生徒指導部・教育

相談担当

(8) 教職員研修

（SEL-8S 関連） 

・年 5 回

（5 月，6 月，9

(1 月) 

月，10 月，1 月） 
・公開授業研究会

月，1 月） 

・年 4 回

（5 月，8 月，10

・小中合同研修会

(8 月)
・公開授業研究会

(10 月)

月）

・年 3 回

（5 月，9 月，10

・校内授業研修(9
月)

・公開授業研究会

(10 月)

月）

・年 3 回

（5 月，8 月，1

・中学校区公開授

業研究会（1 月） 

(9) 環境づくり

・教室内に学習し

たポスター掲

示

・学年掲示板にポ

スター掲示

(10) 家庭との連

携

・学校だよりや学

年通信，学級通

信等で保護者

にＳＳＴの実

施内容を随時

報告

・授業を地域公開

（5 月） 
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担当がコーディネーター的教員を務めるという体
制が 4 年間維持されている。生徒指導主事もこの
取組の意義をよく理解し，学校全体の取組を大局
的視点から適切にリードしていた。
（8）教職員研修
　A 校では教職員研修が充実しており，表 4 に
示したように年間最低 3 回は実施されていた。教
職員研修は，異動による新たな教職員にとって重
要な意味をもつ。さらに，外部講師を呼んでの授
業研修や公開授業研究会が毎年開かれていた。

（9）環境づくり
　学習した内容を示したポスターが，教室内や学
年掲示板に継続して掲示された。
（10）家庭との連携
　保護者対象の学校・学年・学級通信（たより）
で，随時，取組のようすが伝えられた。

考　察
AP植え込み法の観点から
　A 中学校では，4 年間の SEL-8S の取組によっ
て，生徒指導上の諸問題の減少と学業成績等の上
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図 1　A校平成 28（2016）年度　人間関係づくりトレーニング（1学年）年間計画

基本的生活習慣 自己・他者への気付き 伝える 関係づくり ストレスマネジメント 問題防止 ボランティア

５月
道徳

広い心「殿さまのちゃ

わん」

道徳

きまりの意義「人

に迷惑をかけなけ

ればいいのか？」

６月

道徳

気持ちを伝える「半

分おとな半分こど

も」

道徳

差別を許さない「私

もいじめた一人なの

に…」

総合的な学習の時間

里めぐり音頭

道徳

正しい異性理解

「アイツ」

ボランティア活動

町内一斉掃除

薬物乱用防止キャ

ンペーン

７月 学校行事

防犯教室

道徳

自主的な判断「ア

キラの選択」

８月

ボランティア活動

クリーンキャンペ

ーン

児童作品展

ちびっこ夏祭り

９月
道徳

広い心で「自分らし

さ」

自分をきたえる「ぼく

の性格をつくった友

人」

学校行事

体育祭

１０月
総合的な学習の時間

「自分発見」

道徳

差別を許さない「あ

る日のバッターボッ

クス」

真の友情「雨の日の

届け物」

道徳

みんな

「合唱

のために

コンクー

ル」

ボランティア活動

かっぽ祭り

１１月

道徳

日々の心構え「出船の

位置に」

総合的な学習の時間

「自分史新聞」

道徳

心のあたたかさ「夜

のくだもの屋」

学校行事

文化祭

生徒会選挙

道徳

真の国際貢献「リ

ヤカーは海をこえ

て」

１２月 道徳

道徳

公徳「無人スタンド」

正義「島耕作ある朝

の出来事」

誠実な行動「裏庭

でのできごと」

ボランティア活動

町内一斉掃除

年末夜警パトロー

ル

１月

道徳

強い意志「目標は小刻

みに」

ボランティア活動

町内とんど祭

新春子どもカルタ

大会

学級活動

「私たちの生徒規

則」

総 合 時 間的 な 学 習 の

史 跡 巡 り
ボランティア活動

トイレをきれ

いにする集い

学 年 行 事

海 の つ ど い

学級活動

「“聞く”と“聴く”」

学級活動

自分を見つめる

「１学期を振り返

って」

道徳

友情「本当の友人

関係とは」

学級活動

「ダメ！万引

き」

学 校 行 事

祭体 育

学級活動

「わかりやすく

伝えよう」

学級活動

「いろんな意見」

学 校 行 事

祭文 化

学級活動

「学校でのミニ

ボラ？」

学級活動

自分を見つめる

「２学期を振り返

って」

時 間

「

総 合 的 な 学 習 の

職 業 調 べ 」

学級活動

「ストレスマ

ネジメントⅠ」



小　泉　令　三

昇が得られた。それ以前には，生徒指導上の諸問
題が多く，また取組開始の初年度には大きな案件
も発生したが，それらの問題対処にとどまらず，
予防開発的な取組を推進していった点に注目すべ
きである。こうした取組が効果を上げるために何
が必要なのか，いわば SEL プログラムの効果的
な実践における必要十分条件は何なのかを示した
ものが AP であり，それに注目して実践を進める
やり方が AP 植え込み法と言える。次に，AP ご
とに実践の特徴をまとめてみる。

　（1）実施の形態については，生徒指導上の諸問
題が多いという実態から，実践に関する指定が継
続していた。学校全体の取組を方向づけるために
は重要な意味を有していたと考えられる。これを
字面だけの取組にすることなく，実践を有効に
リードする上で（2）管理職のリーダーシップは
大きな役割を果たしていたと言える。実践初年度
の生徒指導事案は重大な出来事であったが，その
再発を防ぐだけでなく，学校の教育機能を高める
ために，D 校長のリーダーシップは不可欠であっ
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図 2　A校平成 28（2016）年度　人間関係づくりトレーニング（2学年）年間計画

基本的生活習慣 自己・他者への気付き 伝える 関係づくり ストレスマネジメント 問題防止 ボランティア

５月 道徳
時と場に応じた礼儀「試

行錯誤はまだまだ続く」

道徳

他に学ぶ姿勢「「一番

乗り」たけいち」

道徳

よりよい社会の実現

「地下鉄で」

道徳

秩序と規律「仏の

銀蔵」

６月

道徳

強い意志「わたしと部

活動」

道徳

育み合う友情「律子

と敏子」

道徳

正しい異性理解

「アイツ」

ボランティア活動

町内一斉掃除

薬物乱用防止キャ

ンペーン

７月

学校行事

防犯教室

８月

ボランティア活動

クリーンキャンペーン

ちびっこ夏祭り

児童作品展

９月

道徳

正義を考える「わた

しのせいじゃない」

ともに生きる「迷惑

とは何ぞ」

学校行事

体育祭

１０月

道徳

弱さの克服「ネパ

ールのビール」

道徳

人類愛「海と空」

ボランティア活動

かっぽ祭り

１１月

道徳

目標に向かう意志「人

間であることの美し

さ」
道徳

正義感「路上に散っ

た正義感」

人間愛「軽いやさし

さ」

学校行事

文化祭

生徒会選挙

１２月

道徳

自 分 を 好 き に な る

「虎」

道徳

誠実な心「タッチ

アウト」

ボランティア活動

町内一斉掃除

年末夜警パトロー

ル

１月

道徳

人間愛「少年の親切

はいくらか」

道徳

弱さの克服「足袋

の季節」

ボランティア活動

町内とんど祭

子どもカルタ大会

学級活動

「時間を大切に」
総 合 時 間的 な 学 習 の

学級活動

職 場 体 験 学 習

「しぐさと態度

のコミュニケー

ション」

学級活動

「他人事じゃ

ない！シンナ

ー＆覚せい剤」

学 校 行 事

祭体 育

学級活動

「顔の見えないコミ

ュニケーション」

学級活動

「ストレスマネ

ジメントⅡ」

学級活動

「地域でのボラ

ンティア」

道徳

誠実な心「ロス

タイ ムのつづ

き」

総 合 時 間的 な 学 習 の

上 級 学 校 調 べ

学級活動

自分を見つめる

「１学期を振り返

って」

学 校 行 事

祭文 化

学級活動

「短所を乗り越え

る！」

総 合 的 な 学 習 の 時 間

伝 統 文 化 を 学 ぶ

ボランティア活動

町内一斉掃除

乱用防止キ

ンペーン

ボランティア活動

ンキャン

こ夏祭

品展

学校行事

体育祭

人類愛「海と空」

ボランティア活動

かっぽ祭り

学校行事

文化祭

生徒会選挙

ボランティア活動

町内一斉掃除

夜警パトロ

テ

学級活動

自分を見つめる「２

学期を振り返って」

ボランティア活動

トイレをきれ

いにする集い



 公立 A 中学校の 4 年間にわたる社会性と情動の学習 「SEL-8S プログラム」の実践
 ─アンカーポイント植え込み法の観点からの検討─

たと考えられる。そして，その校長のリーダー
シップの下で実践を推進する起点となったのが，

（3）コーディネーター的教員である。4 年間の間
に，その役割と職務として研修会の企画と実施，
年間計画の立案・実施状況確認・調整，アンケー
ト実施の企画と回答の整理・活用・保管，校内
の関係委員会の運営および管理職への報告等が E
教諭から F 教諭へと適切に継承されていた。実
は令和元（2019）年度は 2 人とも異動で A 校を
離れているが，次のリーダーが実践の実務を引き

継ぎ，さらに実践を発展させる方向での働きをし
ている。こうしたリーダーの継承は，公立学校で
の教職員の異動を考えると重要な課題と言える。
また，これらのリーダーの動きを支援し，学校全
体での円滑な実践を推進するうえで，（7）取組
の体制としての生徒指導部の働きは重要である。
A 校では，その要である生徒指導主事が平成 26

（2014）年度から変わっておらず，表面には出て
こない取組の基盤としてその存在は重要な意味を
もつ。
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図 3　A校平成 28（2016）年度　人間関係づくりトレーニング（3学年）年間計画

基本的生活習慣 自己・他者への気付き 伝える 関係づくり ストレスマネジメント 問題防止 ボランティア

５月

総合的な学習の時間

保育体験学習

総合的な学習の時間

保育体験学習

道徳

きまりの意義「一

粒のアメ」

遵法精神「元さん

と二通の手紙」

総合的な学習の時間

保育体験学習

６月

ボランティア活動

町内一斉掃除

薬物乱用防止キャン

ペーン

７月

道徳

礼儀「おはようござい

ます」

生活習慣「りんごの何

を食べるのか」

学校行事

防犯教室

８月

ボランティア活動

クリーンキャンペー

ン

ちびっこ夏祭り

児童作品展

９月

道徳

弱さの克服「二人

の弟子」

法の遵守「ワール

ドカップ」

学校行事

体育祭

１０月

道徳

思いやり「月明かり

で見送った夜汽車」

道徳 ボランティア活動

人間の気高さ「高

砂丸とポトマック

川のこと」

かっぽ祭り

１１月

道徳

社会連帯「原稿用紙」

道徳

弱さの克服「ひま

わり」

学校行事

文化祭

１２月

総合的な学習の時間

自己実現に向けて

道徳

異性理解「アイツ

の進路選択」

ボランティア活動

町内一斉掃除

１月

道徳

正義「自由の意味」

道徳

自主自律「ウサギ」

総 合 時 間的 な 学 習 の

上 級 学 校 調 べ

学 校 行 事

祭体 育

総 合 時 間的 な 学 習 の

自 る分 を 振 り 返

学級活動

自分を見つめる

「１学期を振り返

って」

学 校 行 事

祭文 化

学級活動

「男らしさ・女ら

しさ」

学級活動

自分を見つめる

「２学期を振り返

って」

道徳

強い意志「やさしい

うそ」

学級活動

「上手な教え方」

総 合 時 間的 な 学 習 の

「 緑 中 ソ ー ラ ン 」 の 取 組

道徳

謙虚な心「山寺のび

わの実」

道徳

友情「ライバル」

正義「卒業文集最後

の二行」

学級活動

「タバコって

かっこいい？」

学級活動

「状況に応じた

あいさつ」

学級活動

「携帯電話のマ

ナー」

学級活動

「“私”への思い」

な学習の時間

験学習

ティア活動

斉掃除

用防止

ティア活動

ンキャ

夏祭り

品展

学校行事

ティア活動

祭り

学校行事

ティア活動

斉掃除

ボランティア活動

トイレをきれい

にする集い

学級活動

「最高学年になっ

て」
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　（4）SEL プログラムの選定と構成については，
（5）学級・学年単位での試行とも関連して，初代
コーディネーター的教員である E 教諭の果たし
た役割が大きい。学校外での研修をきっかけに自
らの学級や所属学年で試行し，それをもとに初年
度から全 3 学年での実施に至ることができたと考
えられる。そして，（6）カリキュラム構成と評価
については，初年度から既存の教育課程に SEL-
8S プログラムを有機的に組み込み，教科横断的
な意味合いの強い実施計画になっていた。また，
評価も社会的能力の自己評価と実際の学校生活の
実態の両面を記録しており，PDCA サイクルが
適切に機能していたと考えられる。
　また，A 校の実践で重要な AP の一つが，（8）
教職員研修である。年間 3 回は確実に実施される
とともに，毎年公開授業研究会が開かれており，
それを中心に教職員の SEL-8S プログラムへの関
与の高まりと実践意欲の維持，そして指導技術の
向上が図られたと考えられる。こうした研修機会
の充実なしでは，SEL プログラムの実施と継続
は難しくなる。
　（9）環境づくりは，学級や学年掲示板でのポス
ター張りが継続して行われた。こうした環境は，
教科ごとに教師が変わるという中学校では，生徒
のみならず指導者である教師の意識づけにも有効
であったと推測される。最後に（10）家庭との連
携は，おもに各種通信で保護者への周知が行われ
ていた。中学生という発達段階の難しさがある
が，家庭や保護者の視点を重視することを忘れて
はいけない。なお，小学校段階の特に低学年で
は，この家庭との連携はより重要な意味をもつの
ではないかと推測される。

まとめと今後の課題
　中学校での SEL プログラムの実践では，今回検
討した 10 の AP はほぼ適切であったと考えられ
る。もちろん，A 中学校の教育効果の向上には，日
常の教科指導を始め，校長のグランドデザインに
示された種々の取組が影響している。しかし，その
基盤を成す生徒の社会的能力の形成なしでは，今
回のような教育成果を上げることは難しかったの
ではないかと考えられる。こうした状況は，海外
でも同様に言われている（例：Elias et al., 1997）。
　今後の課題は，小学校および中学校が連携して
の中学校ブロックでの複数年度にわたる実践事例
について，AP 植え込み法の観点から検討を行う
ことである。また，複数の AP の中で，順序や重
要性の点で特に留意すべき点があるとすれば，第
1 次 AP，第 2 次 AP や，プライマリー AP，セ
カンダリー AP の区分を明確にしていくことであ
る。
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図 4　�社会的能力の自己評定の 2年間の変化（平
成 27年度入学生の平均値）
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